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科目達成度目標（対応するJABEE教育目標） 達成度目標の評価方法 目標割合

指数と対数の基本的な性質を理解し、これ
らを含めた計算ができるようになる。

定期試験および講義での小テストで評

価する。
25%

科目名 基礎数学Ⅱ
英文表記 Fundamental Mathematics II

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数

平成25年1月29日
科目コード 1005

教員名：武田ひとみ、比嘉久明 作成
技術職員名：

授業形態 授業期間

平面ベクトルの基本的な性質を理解し、こ
れらの計算ができるようになる。

科目目標
自然科学や工学を学ぶ上で基礎となる、指数、対数、三角関数、図形の方程式、ベクトルの基礎を理解し、
その基本的な応用を身につける。

総合評価

・　定期試験（中間・期末）５０％
（定期試験の点数が５０点に満たない場合は、提出された授業ノートを１５点満点で評価し試験の点数に加え
たものを当該試験の点数として、成績評価に用いる。ただし、当該試験の点数と授業ノートの点数の合計が５
０点を超えた場合、５０点として計算する。）
・　小テスト等５０％

定期試験および講義での小テストで評

価する。
25%

0

全学科 必 履修 4単位

総合評価 セルフチェック

講義 通年

三角関数の基本的な性質を理解し、これら
を含む方程式や不等式を解けるようにな
る。加法定理や正弦定理、余弦定理を用い
る問題などが解けるようになる。

定期試験および講義での小テストで評

価する。
25%

平面、空間の座標について理解する。座標
の方程式で表される図形を扱えるようにな
る。

目標との関連 定期試験 小テスト レポート
その他（演習課題・

発表・実技・成果物

等）

本科・専攻科

教育目標

科目目標
達成度と
JABEE目
標との対応

100

0

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

①②③④ 50 50

50 50 1000

累乗と累乗根 累乗と累乗根の定義とその性質を理解する。

0

授業概要、
方針、履修
上の注意

自然科学や工学を学ぶ上で基礎となる、指数、対数、三角関数、図形の方程式、ベクトルの基礎などの事項
について講義を行う。
適宜、問題演習、小テストを実施し、授業内容の理解の定着をはかる。
授業内の問題演習には積極的に取り組むこと。
成績評価における割合が高いので、小テストは十分に準備して取り組むこと。
予習復習を行うこと。

教科書・
教材

「新編 高専の数学１(第２版・新装版)」、「新編 高専の数学１ 問題集(第２版)」
「新編 高専の数学２(第２版)」、「新編 高専の数学２ 問題集(第２版)」(森北出版)

主体的・継続的学修意欲

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習

（予習・復

習）内容

0

指数の拡張 指数が整数や有理数の場合への累乗の拡張を理解す
る。

応用力（実践・専門・融合）

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

定期試験および講義での小テストで評

価する。

基礎的理解

評価項目
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120

鋭角の三角比 鋭角の三角比の定義と基本的な性質を理解する。
前学期中間試験 前学期中間試験を実施する。

指数関数 指数関数とそのグラフを理解する。

対数関数 対数関数とそのグラフを理解する。
対数 対数の定義とその性質を理解する。

三角関数が含まれる方程式、不等式の解法を学ぶ。

正弦、余弦、正接関数の相互関係や性質について理解
する。

三角関数のグラフについて理解する。

対数の応用 対数の方程式や常用対数への応用を学ぶ。

一般角と弧度法、一般角の三
角関数

一般角と弧度法、一般角の三角関数について理解す
る。

加法定理といろいろな公式 三角関数の加法定理と関連する公式の導出を行う。

三角比の関係 鋭角の正弦、余弦、正接関数の相互関係や性質につい
て理解する。

正弦定理・余弦定理、問題演
習

正弦定理と余弦定理を理解する。前学期学んだ事項の
問題演習を行う。

期末試験 前学期期末試験を実施する。

平面上の点の座標 平面上の点の座標、２点間の距離、内分点・外分点に
ついて学ぶ。

直線上の点の座標 数直線上の点の座標と、内分点・外分点について学ぶ。

直線の方程式、２直線の関係 平面上の直線の方程式、２直線の平行・垂直関係につ
いて理解する。

不等式の表す領域、領域にお
ける最大・最小

不等式の表す領域とそこでの最大値・最小値について
理解する。

円 円の方程式、円の接線について理解する。
２次曲線（だ円） だ円とその方程式について理解する。

備考欄

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）

ベクトルと成分 平面ベクトルの成分表示と、演算との関係を理解する。
直線とベクトル ベクトルを用いた平面上の直線の表し方を理解する。

期末試験 後学期期末試験を実施する。
学習時間合計 実時間 90

直線と法線ベクトル 平面上の直線の法線ベクトルについて理解する。

円とベクトル、問題演習 平面上の円とベクトルの関係を理解する。後学期学んだ
事項の問題演習を行う。

三角関数の方程式・不等式の

三角関数のグラフ

三角関数の関係

ベクトルの演算 ベクトルの加法・スカラー倍とその基本法則について理
解する。

ベクトルの内積 ベクトルの内積の定義と基本的性質を理解する。

後学期中間試験 後学期中間試験を実施する。
ベクトル ベクトルの定義を理解する。

２次曲線（双曲線、放物線） 双曲線、放物線とその方程式について理解する。


